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問１ お住まいの地区（小学校区）があてはまる番号 1 つに○をつけてください。 

１ 金足西     ２ 港北      ３ 下新城    ４ 飯島     ５ 土崎      ６  土崎南 

７ 高清水     ８ 寺内      ９ 飯島南    10 外旭川     11 泉      12 八橋     

13 旭北     14 川尻      15 築山     16 中通      17 保戸野     18 明徳 

19 旭南     20 旭川      21 広面     22 下北手    23 太平       24 東 

25 桜      26 日新      27 勝平     28 豊岩      29 浜田       30 下浜 

31 御所野    32 仁井田     33 四ツ小屋 34 牛島     35 上北手   36 大住 

37 岩見三内   38 河辺      39 戸島     40 雄和 

 

問２ 宛名のお子さんの生年月をご記入ください。（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字。） 

  平成  □□ 年 □□ 月 生まれ 

 

問３ 宛名のお子さんのきょうだいは何人いらっしゃいますか。宛名のお子さんを含めた人数を□内に数字で

ご記入ください。お２人以上のお子さんがいらっしゃる場合は、末子の方の生年月をご記入ください。 

きょうだい数□人 末子の生年月（宛名のお子さんを含む）平成／令和□□年□□月 生まれ 

 

問４ （１）この調査票にご回答いただく方は、宛名のお子さんからみてどなたですか。回答者が母親・父親の

場合、（２）の配偶者の有無についてもお答えください。あてはまる番号にそれぞれ○をつけてください。 

（１）回答者    １ 母親     ２ 父親     ３ その他（          ） 

（２）配偶者の有無 １ 配偶者がいる（⇒問５へ）    ２ 配偶者はいない（⇒問８へ） 

 
 

問５ あなた方（ご夫婦）の理想として全部で何人の子どもが欲しいと思いますか（思いましたか）。 

□ 人  または  □ 人以上 

 

問６ 実際にもつつもりの子どもは全部で何人ですか。 

□ 人  または  □ 人以上 

 

問７ 問６で問５の数より少ない方にお伺いします。 

実際にもつつもりの子どもの人数が、理想とする子どもの人数より少ないのはどうしてですか。主な理由

としてあてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１  仕事や趣味を優先したい                        ２ 仕事と子育ての両立が難しい 

  ３ 職場の理解が得られない                   ４ 結婚するのが遅かった 

  ５ 配偶者が子どもを欲しがらない                  ６ 妊娠・出産が精神的・肉体的に大変                 

７ 年齢的に妊娠・出産が難しい                    ８ 健康上の理由で妊娠・出産が難しい 

  ９ 不妊治療にお金がかかる                        10 出産費用等の経済的負担が大きい 

 11 子どもの医療費等の経済的負担が大きい          12 育児休業制度等の保障が不十分 

  13 子どもに対する手当等による経済的援助が不十分  14 子どもの預け先がない 

  15 保育所や幼稚園等にかかる経済的な負担が大きい  16 義務教育にかかる経済的な負担が大きい 

  17 高等学校教育にかかる経済的な負担が大きい     18 大学教育にかかる経済的な負担が大きい 

  19 育児が精神的・肉体的に大変 

20 子育てに対する配偶者の協力が少なく、負担が大きい 

  21 育児の社会的支援体制が不十分           22 居住する住宅が狭い 

23 その他（                                     ） 

封筒の宛名のお子さんとご家族の状況についてお伺いします 

【資料２－２】小学校児童の保護者用 
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問８ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた関係で

あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１ 主に両親  ２ 主に母親   ３ 主に父親   ４ 主に祖父母  ５．その他（      ） 

 
 
 
 

問９～問 10 までの共通注意事項 

「正規従業員」：１週５日程度・１日８時間程度の就労 

「非正規従業員（パート・アルバイト等）」：「正規従業員」以外の就労 

としてお答えください。 

 

問９～ 問９-3 は、宛名のお子さんの母親の方の就労状況について、お伺いします。 

父子家庭等の場合は記入不要です ⇒ 問 10 へ 

問９ 現在の就労状況（自営業、家事従事者含む）について、あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１ 正規従業員であり、産休・育休・介護休業中ではない 

２ 正規従業員であるが、産休・育休・介護休業中である 

３ 非正規従業員（パート・アルバイト等）であり、産休・育休・介護休業中ではない 

４ 非正規従業員（パート・アルバイト等）であるが、産休・育休・介護休業中である 

５ 以前は就労していたが、現在は就労していない 

６ これまで就労したことがない 

 
問９-1 問９で「１～４」（就労している）に○をつけた方にお伺いします。  

１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」、「家を出る時刻」、「帰

宅時刻」について、□内に数字でご記入ください。一定でない場合は、もっとも多いパターンにつ

いて、ご回答ください。（産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況をご記入ください） 

１週当たりの就労日数   □ 日      家を出る時刻   □□ 時 

１日当たりの就労時間 □□ 時間         帰宅時刻    □□ 時 

 

問９-2 問９で「３または４」非正規従業員（パート・アルバイト等で就労している）に○をつけた方に

お伺いします。 

⇒ 該当しない方は、問 10 へ 

正規従業員への転換希望はありますか。あてはまる番号１つに○をつけてください 

１ 正規従業員への転換希望があり、実現できる見込みがある 

２ 正規従業員への転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３ 非正規従業員（パート・アルバイト等）の就労を続けることを希望 

４ 非正規従業員（パート・アルバイト等）をやめて子育てや家事に専念したい 

 

問９-3 問９で「５ 以前は就労していたが、現在は就労していない」または「６ これまで就労したこと

ない」に○をつけた方にお伺いします。 ⇒  該当しない方は、問 10 へ  

就労したいという希望はありますか。あてはまる番号・記号それぞれ１つに○をつけ、該当する□内に

は数字をご記入ください。 

宛名のお子さんの保護者の就労状況についてお伺いします 

⇒ 問 9-1 へ 

⇒ 問 9-3 へ 
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１ 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２ 1 年より先、一番下の子どもが □□歳になったころに就労したい 

３ すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

  →希望する就労形態     ア．正規従業員 

                イ．非正規従業員（パートタイム、アルバイト等） 

→１週当たり □日  １日当たり □□時間 

 

問 10 ～ 問 10-3 は、宛名のお子さんの父親の方の就労状況について、お伺いします。 

母子家庭等の場合は記入不要です ⇒ 問 11 へ 

問 10 現在の就労状況（自営業、家事従事者含む）について、あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１ 正規従業員であり、産休・育休・介護休業中ではない 

２ 正規従業員であるが、産休・育休・介護休業中である 

３ 非正規従業員（パート・アルバイト等）であり、産休・育休・介護休業中ではない 

４ 非正規従業員（パート・アルバイト等）であるが、産休・育休・介護休業中である 

５ 以前は就労していたが、現在は就労していない 

６ これまで就労したことがない 

 
問10-1 問10で「１～４」（就労している）に○をつけた方にお伺いします。  

１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」、「家を出る時刻」、「帰

宅時刻」について、□内に数字でご記入ください。一定でない場合は、もっとも多いパターンにつ

いて、ご回答ください。（産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況をご記入ください） 

１週当たりの就労日数   □ 日      家を出る時刻   □□ 時 

１日当たりの就労時間 □□ 時間         帰宅時刻    □□ 時 

 

問 10-2 問 10 で「３または４」非正規従業員（パート・アルバイト等で就労している）に○をつけた方

にお伺いします。 

⇒ 該当しない方は、問 11 へ 

正規従業員への転換希望はありますか。あてはまる番号１つに○をつけてください 

１ 正規従業員への転換希望があり、実現できる見込みがある 

２ 正規従業員への転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３ 非正規従業員（パート・アルバイト等）の就労を続けることを希望 

４ 非正規従業員（パート・アルバイト等）をやめて子育てや家事に専念したい 

 

問 10-3 問 10 で「５ 以前は就労していたが、現在は就労していない」または「６ これまで就労したこ

とがない」に○をつけた方にお伺いします。 ⇒  該当しない方は、問 11 へ  

就労したいという希望はありますか。あてはまる番号・記号それぞれ１つに○をつけ、該当する□内に

は数字をご記入ください。 

１ 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２ 1 年より先、一番下の子どもが □□歳になったころに就労したい 

３ すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

  →希望する就労形態     ア．正規従業員 

                イ．非正規従業員（パートタイム、アルバイト等） 

→１週当たり □日  １日当たり □□時間 

 

 

⇒ 問 10-1 へ 

⇒ 問 10-3 へ 
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問 11 は、宛名のお子さんが、小学校低学年（１～３年生）である方にお伺いします。  

⇒ 小学校高学年の方（4～6 年生）は、問 12 へ 

問 11 宛名のお子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了後）の時

間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。あてはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ希望する

週当たり日数を数字でご記入ください。また、「放課後児童クラブ」の場合には、利用を希望する時間も□

内に数字でご記入ください。 

※「放課後児童クラブ」…地域によって学童保育などと呼ばれています。保護者が就労等により昼間

家庭にいない小学生を対象に、支援員の下、生活の場を提供するものです。

事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

１ 自宅 週 □ 日くらい 

２ 祖父母宅や友人・知人宅 週 □ 日くらい 

３ 習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週 □ 日くらい 

４ 児童館、児童センター、児童室  

  （放課後子ども教室）※ 
週 □ 日くらい 

５ 放課後児童クラブ〔学童保育〕 
週 □ 日くらい  

→ 下校時から □□ 時まで 

６ ファミリー・サポート・センター 週 □ 日くらい 

７ その他（図書館、公園など） 週 □ 日くらい 

※「放課後子ども教室」 

地域の方々の協力を得て、放課後や土曜日に児童館・児童センター・児童室で学習・スポーツ・

文化芸術活動などを体験する取組です。保護者の就労の有無に関わらず、すべての小学生が利用

できます。 

 

すべての方にお伺いします。 

問 12 宛名のお子さんについて、小学校高学年（４～６年生）では（現在低学年の方は高学年になった時）、

放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。あてはまる番号す

べてに○をつけ、それぞれの週当たり日数を数字でご記入ください。また、「放課後児童クラブ」の場合に

は利用を希望する時間も□内に数字でご記入ください。 

１ 自宅 週 □ 日くらい 

２ 祖父母宅や友人・知人宅 週 □ 日くらい 

３ 習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週 □ 日くらい 

４ 児童館、児童センター、児童室  

  （放課後子ども教室）※ 
週 □ 日くらい 

５ 放課後児童クラブ〔学童保育〕 
週 □ 日くらい  

→ 下校時から □□ 時まで 

６ ファミリー・サポート・センター 週 □ 日くらい 

７ その他（図書館、公園など） 週 □ 日くらい 

 
 
 
 

宛名のお子さんの放課後の過ごし方についてお伺いします 
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問 13 問 11 もしくは問 12 で「5.放課後児童クラブ［学童保育］」に○をつけた方にお伺いします。 

⇒ 該当しない方は、問 14 へ 

宛名のお子さんについて、小学校入学の前年（５歳～６歳のとき）まで保育所・認定こども園（２号）

に入所（入園）していましたか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１ 入所（入園）していた 

２ 入所（入園）していなかった 

３ 入所（入園）を申し込んだが、入れなかった 

  ※幼稚園・認定こども園（1 号）に入園していた場合は、「２」を選んでください。 

 
 
問 14～問 15 は、現在、放課後児童クラブを利用している方にお伺いします。 

                               ⇒ 利用していない方は、問 16 へ 

問 14 現在利用している放課後児童クラブの利用料金についてどう思いますか。あてはまる番号１つに○をつ

けてください。 

１ 適当な金額である   

２ 高いと思う 

３ 安いと思う 

 

問 15 宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、放課後児童クラブの利用希望はありますか。（１）

（２）それぞれについて、あてはまる番号１つに○をつけてください。また、利用したい時間帯を、□内

にご記入ください。なお、事業の利用には、一定の利用料がかかります。 

（１）土曜日 

１ 低学年（１～３年生）の間は利用したい       利用したい時間帯 

２ 高学年（４～６年生）になっても利用したい      □□時から □□時まで 

３ 利用する必要はない 

 
（２）日曜日・祝日 

１ 低学年（１～３年生）の間は利用したい       利用したい時間帯 

２ 高学年（４～６年生）になっても利用したい      □□時から □□時まで 

３ 利用する必要はない 

 
 
 

問 16～問 18 は、現在、放課後児童クラブを利用していない方にお伺いします。 

問 16 放課後児童クラブを利用していない理由について、あてはまると思われる番号１つに○をつけてくださ

い。 

１ 保護者やその他の家族、知人など、放課後に子どもをみることができる人がいる 

２ 児童館を利用している 

３ 習い事に通っており、利用する必要がない 

４ ファミリー・サポート・センターを利用している 

５ 利用を希望しているが、定員等の関係から、希望する放課後児童クラブを利用できない 

６ 利用を希望しているが、利用料金が高いため利用できない 

  ※適当だと思う利用料金 ： 月額          円程度 

７ その他（                                     ） 

 

 

⇒ 問 19 へ  
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問 17 宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、放課後児童クラブの利用希望はありますか。（１）

（２）それぞれについて、あてはまる番号１つに○をつけてください。また、利用したい時間帯を、□内

にご記入ください。なお、事業の利用には、一定の利用料がかかります。 

（１）土曜日 

１ 低学年（１～３年生）の間は利用したい       利用したい時間帯 

２ 高学年（４～６年生）になっても利用したい      □□時から □□時まで 

３ 利用する必要はない 

 

（２）日曜日・祝日 

１ 低学年（１～３年生）の間は利用したい       利用したい時間帯 

２ 高学年（４～６年生）になっても利用したい      □□時から □□時まで 

３ 利用する必要はない 

 

 

問 18 宛名のお子さんについて、お子さんの夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の放課後児童クラブの利

用希望はありますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。また、利用したい時間帯を、□内にご

記入ください。なお、事業の利用には、一定の利用料がかかります。 

１ 低学年（１～３年生）の間は利用したい       利用したい時間帯 

２ 高学年（４～６年生）になっても利用したい      □□時から □□時まで 

３ 利用する必要はない 

 

 

すべての方にお伺いします。 

問19 放課後児童クラブの利用料金や運営など事業全般に関して、意見や改善してほしい点などありましたら、

自由にご記入ください。 
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問 20 宛名のお子さんが生まれた時、育児休業を取得しましたか。母親、父親それぞれについて、あてはまる

番号１つに○をつけ、該当する□内に数字をご記入ください。また、取得していない方はその理由をご記

入ください。 

(1) 母親（いずれかに○） (2) 父親（いずれかに○） 

１ 働いていなかった 

２ 取得した（取得中である） 

 

３ 取得していない  

   ⇒ 

 

 

１ 働いていなかった 

２ 取得した（取得中である）  

 

３ 取得していない 

⇒ 

 

 

１ 職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

２ 仕事が忙しかった 

３ （産休後に）仕事に早く復帰したかった 

４ 仕事に戻るのが難しそうだった  

５ 昇給・昇格などが遅れそうだった 

６ 収入減となり、経済的に苦しくなる 

７ 保育所（園）などに預けることができた 

８ 配偶者が育児休業制度を利用した 

９ 配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 

10 子育てや家事に専念するため退職した 

11 職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

12 有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

13 育児休業を取得できることを知らなかった 

14 産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、退職した 

15 その他（                                ） 

 
問 20 で「２ 取得した（取得中である）」と回答した方にお伺いします。⇒ 該当しない方は、問 21 へ 

問 20-1 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

(1) 母親 (2) 父親 

１ 育児休業取得後、職場に復帰した ⇒ 問20-3へ 

２ 現在も育児休業中である         ⇒ 問21へ 

３ 育児休業中に離職した           ⇒ 問21へ 

１ 育児休業取得後、職場に復帰した ⇒ 問20-2へ 

２ 現在も育児休業中である        ⇒ 問20-2へ

３ 育児休業中に離職した           ⇒ 問21へ 

 

問 20 で「２ 取得した（取得中である）」と回答したお父さんにお伺いします。 

⇒ 該当しない方は、問 21 へ 

問 20-2 育児休業取得開始時期は、お子さんが何歳何ヶ月のときですか。また、どれくらいの期間取得しま

した（します）か。□内に数字でご記入ください。 

 

父親 

取得開始時期 □歳□□カ月□□日 取得期間 □年□□カ月□□日 

 

 

 

取得していない理由（下から番号を

選んでご記入ください）（いくつでも） 
取得していない理由（下から番号を

選んでご記入ください）（いくつでも） 

仕事と子育ての両立支援についてお伺いします 
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問 20-3 から問 20-5 は、問 20-1 で「１ 育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にお伺いします。 

 

問 20-3 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何カ月のときに職場復帰しましたか。また、お勤め先

の育児休業の制度の期間内で、何歳何カ月のときまで取りたかったですか。□内に数字でご記入くだ

さい。 

(1) 母親 

 

(2) 父親 

 
実際の復帰時期 □ 歳 □□カ月 実際の復帰時期 □ 歳 □□カ月 

希望の復帰時期 □ 歳 □□カ月 希望の復帰時期 □ 歳 □□カ月 
 

 問 20-3 で実際の取得期間と希望が異なる方にお伺いします。  ⇒ 該当しない方は、問 20-5 へ 

問 20-4 希望の時期に職場復帰しなかった理由についてお伺いします。 

 

（１）「希望」より早く復帰した方   ※あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

①母親 ②父親 

１ 希望する保育所等に入るため 

２ 配偶者や家族の希望があったため 

３ 経済的な理由で早く復帰する必要があった 

４ 人事異動や業務の節目の時期に合わせるため 

５ その他（               ） 

１ 希望する保育所等に入るため 

２ 配偶者や家族の希望があったため 

３ 経済的な理由で早く復帰する必要があった 

４ 人事異動や業務の節目の時期に合わせるため 

５ その他（               ） 

 

（２）「希望」より遅く復帰した方   ※あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

①母親 ②父親 

１ 希望する保育所等に入れなかったため 

２ 自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため 

３ 配偶者や家族の希望があったため 

４ 職場の受け入れ態勢が整っていなかったため 

５ 子どもをみてくれる人がいなかったため 

６ その他（               ） 

１ 希望する保育所等に入れなかったため    

２ 自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため 

３ 配偶者や家族の希望があったため      

４ 職場の受け入れ態勢が整っていなかったため 

５ 子どもをみてくれる人がいなかったため 

６ その他（              ） 

 
問 20-5 宛名のお子さんのために、育児短時間勤務を取得しましたか。母親、父親それぞれについて、あては

まる番号１つに○をつけてください。 

 

(1) 母親（いずれかに○） (2) 父親（いずれかに○） 

１ 働いていなかった  

２ 取得した（取得中である） 

３ 取得していない     

１ 働いていなかった   

２ 取得した（取得中である） 

３ 取得していない 
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すべての方にお伺します。 

問 21 一週間平均の 1 日の生活時間の配分について教えてください。それぞれの項目について、□内に数字で

ご記入ください（数字は一枠に一字）。 

 

(1) 母親 

 

(2) 父親 

 
仕 事 □□時間  □□分 仕 事 □□時間  □□分 

家 事 □□時間  □□分 家 事 □□時間  □□分 

育 児 □□時間  □□分 育 児 □□時間  □□分 

睡 眠 □□時間  □□分 睡 眠 □□時間  □□分 

 その他（余暇等） □□時間  □□分 その他（余暇等） □□時間  □□分 
 

問 22 「ワーク・ライフ・バランス」という言葉をどの程度ご存じですか。あてはまる番号１つに○をつけて

ください。 

１ 名前も内容も知っている             ⇒ 問 23-1 へ 

２ 名前を聞いたことはあるが、内容までは知らない 

３ 名前も内容も知らない            

 

問 22-1 問 22 で「１ 名前も内容も知っている」に○をつけた方にお伺いします。 

日頃、ワーク・ライフ・バランスの実現に向け、努力されていますか。あてはまる番号１つに○を 

つけてください。 

１ かなり努力している 

２ まあまあ努力している 

３ どちらともいえない 

４ あまり努力していない 

５ ほとんど努力していない 

 
問23 仕事と子育てを両立させる上で大変だと感じることはなんですか。あてはまる番号すべてに○をつけて

ください。 

１ 急な残業が入ってしまう 

２ 自分が病気・けがをしたときや、子どもが急に病気になったとき代わりに面倒をみる人がいない 

３ 家族の理解が得られない 

４ 職場の理解が得られない 

５ 子どものほかに面倒をみなければならない人がいる 

６ 子どもの面倒をみてくれる保育所などが見つからない 

７ 子どもと接する時間が少ない 

８ 配偶者の家事・育児のサポートが少ない 

９ 特にない 

10 その他（                                    ） 

 
 
 
 

⇒ 問 24 へ 
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問 24 仕事と子育てを両立させ、ワーク・ライフ・バランスを推進するために必要な施策は何だと思いますか。

あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１ 両立支援に取り組む企業の評価を高めること 

２ イクボス※宣言など経営者や上司の意識改革を図ること 

３ 育児休業等を取りやすくするよう企業に働きかけること 

４ 時間短縮勤務や在宅勤務など多様な働き方ができる企業を増やすこと 

５ 両立支援に関する制度の周知、セミナー等の開催をすること 

６ 代替要員の確保など、企業等に対する支援や助成 をすること 

７ 事業所内保育や延長保育・休日保育など、両立を支援する保育サービスや環境を整備すること  

８  その他（                                      ） 

※イクボス:部下がいきいきと子育ての両立をとりながら働くことができるよう、職場の風土づくりに努めるとともに、

自らも仕事を充実させながら、生活を大切にし、楽しむことができる上司のことをいいます。 

 

 

問 25 から問 26 は、父親の家事や育児等に関してお伺いします。 

母子家庭等の場合は回答不要です ⇒ 問 27 へ 

問 25 宛名のお子さんの父親の方について、普段、どのくらい家事や育児をしていますか。あてはまる番号  

１つに○をつけてください。 

１ よくやっている         

２ ある程度やっている 

３ ほとんどしていない      

４ やりたいと思うが、時間が持てていない 

５ 全くしていない 

６ その他（                                                                         ） 

 

問 26 父親の家事や育児等を促進するためには何が必要だと思いますか。あてはまる番号すべてに○をつけて

ください。 

１ 家事や育児等に対する男性自身の意識改革    ２ 家族間の活発なコミュニケーションを図る 

３ 企業における労働条件や働き方の改善      ４ 職場における上司や周囲の理解を進める  

５ 男性の家事・育児等の啓発や情報提供などを行う  ６ 男性が興味を持つ子育てイベント等の普及 

７ 仲間やネットワーク作りを進める                ８ 男性の家事・育児時間を増やす取組や実践講

９ 特に必要はない                  座等を開催すること   

10 その他（                                        ） 

 

 

 

問 27 子育てに関しての不安感や負担感などについてどのように感じていますか。あてはまる番号１つに○を

つけてください。 

１ 非常に感じる            

２ ときどき感じる 

３ あまり感じない    

４ 全く感じない 

５ その他（                                      ） 

 
 

子育てに関する不安感や負担感についてお伺いします 
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問 28 子育てに関して、日常悩んでいることや、特に不安に思っていることはどのようなことですか。あては

まる番号すべてに○をつけてください。 

１ 病気や発育・発達に関すること 

２ 食事や栄養に関すること 

３ 子どもとの接し方に自信が持てないこと 

４ 子どもと接する時間を十分にとれないこと 

５ 話し相手や相談相手がいないこと 

６ 自分の自由な時間が持てないこと 

７ 子どもの教育に関すること 

８ 子どもの友達づきあいに関すること 

９ 不登校等に関すること 

10 家族の協力が少ないこと 

11 子育てに関して家族と意見が合わないこと 

12 子どもを叱りすぎている気がすること 

13 自分が子どもを虐待しているのではないかということ 

14 家族が子どもを虐待しているのではないかということ 

15 住居が狭いこと 

16 子育てで出費がかさむこと 

17 子育てにかかりきりになり、家事が滞ること 

18 その他（                                      ） 

 

問 29 子育てに関する悩みや不安はどのように解決していますか。あてはまる番号すべてに○をつけてくださ

い。 

１ 家族・親族に相談する 

２ 友人・知人に相談する 

３ 保育所・幼稚園、学校等に相談する 

４ 専門の相談機関を調べて相談する  

５ ネットで調べて解決方法を探す 

６ 本や雑誌を参考にする 

７ 相談したりせず一人で解決する 

８ その他（                   ） 

 
 
 
 

 

問 30 秋田市で実施している下記の事業についてお答えください。(1)～(10)の事業ごとに、Ａ～Ｃのそれぞ

れについて、「はい」「いいえ」のいずれかに○をつけてください。 

 A B C 

 
知っている 

これまでに利用   

したことがある 今後利用したい 

(1)ファミリー・サポート・センター はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

(2)子ども未来センター発行の子育て情

報誌 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

(3)市ホームページ「子育て情報」 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

子育てに関する環境や子育て支援に対する満足度についてお伺いします 
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(4)LINE 公式アカウント「秋田市子育て 

LINE」 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

(5)市公式インスタグラム「秋田市子育

て情報」 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

(6)市民サービスセンター等が主催する

家族や親子で参加する講座や事業 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

(7)市立秋田総合病院の小児救急 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

(8)かぞくぶっくぱっく事業※１ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

(9)読書の記録帳事業※２ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

(10)図書館でのおはなし会・読み聞かせ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

※１ かぞくぶっくぱっく事業：家族ぐるみで読書を楽しめるよう、乳幼児から大人までを対象に、本を複数冊詰め合わ

せたパックを貸し出す図書館の事業。 

※２ 読書の記録帳事業：０歳から小学生までの子どもが借りた本の記録を残すことができる「読書の記録帳」を発行す

る図書館の事業。 

 

問 31 子育てに関する情報をどこ（誰）から入手していますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１ 親族（親・きょうだいなど）        ２ 友人や知人  

３ 近所の人                ４ 子育て支援団体（育児サークル、NPO 等） 

５ 幼稚園、保育所、認定こども園      ６  学校  

７ 民生委員・児童委員           ８ かかりつけの医師 

９ インターネット                         10 市の子育て関連担当窓口 

11 「広報あきた」など市の情報誌      12 市ホームページ「子育て情報」 

13 市 LINE 公式アカウント「秋田市子育て LINE」 14 市公式インスタグラム「秋田市子育て情報」 

15 テレビ、ラジオ、新聞          16 子育て雑誌・育児書 

17 子育てアプリ              18 コミュニティー誌 

19 情報の入手先がわからない        20 その他（                       ） 

 

問 32 子どもが育つ環境への満足度について、それぞれあてはまる番号１つに○をつけてください。 

 
満足 

ほぼ 

満足 

やや 

不満 
不満 

(1) 地域の遊び場（公園、公共施設等） １ ２ ３ ４ 

(2) 地域の公園・歩道のバリアフリー化 １ ２ ３ ４ 

(3) 地域の不審者等への対策 １ ２ ３ ４ 

(4) 地域の交通安全への対策 １ ２ ３ ４ 

 

問 33 秋田市の子育ての環境や子育て支援への満足度についてあてはまる番号１つに○をつけてください。 

満足度が高い                  満足度が低い 

１     ２     ３     ４     ５ 
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問 34 今後、どのような子育て支援策が必要だと思いますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 １ 子どもを遊ばせながら、子育てについて語り合える場を増やす 

２ 子連れでも出かけやすい講習やイベントの場を増やす 

３ 子育てに困った時に気軽に相談したり情報が得られる場を増やす 

４ 保育所や幼稚園等にかかる費用負担を軽減する 

５ 保育所や幼稚園等における教育・保育の質の向上を図る  

６ 延長保育（預かり保育）の時間を長くする 

７ 休日保育（日・祝日）の実施施設を増やす 

８ 一時預かり事業（保育所等での一時的な保育）の実施施設数を増やす 

９ 病児・病後児保育事業（病気中または病気の回復期の預かり保育）の実施施設数を増やす 

10 放課後児童クラブ※を増やす 

11 誰でも気軽に利用できるＮＰＯ等による保育サービスが増えるように促す 

12 誰でも気軽に利用できるＮＰＯ等による家事支援サービスが増えるよう促す 

13 医療費助成（マル福）を拡大するなど医療費の負担を軽減する 

14 時間短縮勤務や在宅勤務など多様な働き方ができるよう企業に対して働き方の見直しを促す 

15 仕事と子育ての両立に取り組む企業が増えるよう促す 

16 育児休業（産後パパ育休を含む。）や子の看護休暇の取得を促進する 

17 子育ての講座など子育てについて学べる機会を増やす 

18 妊娠期からの健康や食事について学べる機会を増やす 

19 保健師・助産師が自宅を訪問して、子育てのアドバイスをする 

20 自治体独自のスマートフォン向け子育てアプリ（市 LINE 公式アカウント以外）を配信する 

21 子連れでバスなどの公共交通機関を利用する際の費用負担を軽減する 

22 行事に参加する際の託児所をつくる 

23 児童養護施設に親子で短期間の入所をし、子どもへの関わり方などの支援を受ける制度をつくる 

24 男性の家事・育児に関する講習の場を増やす 

25 家事支援サービスにかかる費用負担を軽減する 

26 その他（                                     ）  

27 特にない 

※放課後児童クラブ：地域によって学童保育などと呼ばれています。保護者が就労等により昼間家庭にいない小学生を対

象に、支援員の下、生活の場を提供するものです。利用の際は事前に登録し、一定の利用料がかかります。 

  
 

問 35 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、ご自由にご

記入ください。 

   

   

   

   

   

   

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

切手は貼らずに同封の封筒に入れ、ご投函ください。 
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（参考資料）児童館・児童センター・児童室および放課後児童クラブ一覧 

R6.1.1 現 在  

１ 児童館・児童センター・児童室 

No 施設名 No 施設名 No 施設名 

1 築山児童センター 15 泉児童センター 29 金足西児童館 

2 川尻児童センター 16 土崎南児童センター 30 御所野児童センター 

3 中通児童館 17 港北児童センター 31 河辺児童室 

4 保戸野児童館 18 四ツ小屋児童センター 32 戸島児童室 

5 旭南児童館 19 飯島南児童センター 33 岩見三内児童室 

6 八橋児童館 20 明徳児童センター 34 太平児童室 

7 旭北児童館 21 寺内児童センター 35 豊岩児童室 

8 仁井田児童館 22 東児童センター 36 勝平児童センター 

9 広面児童館 23 飯島児童センター 37 牛島児童センター 

10 土崎児童館 24 外旭川児童センター 38 上北手児童館 

11 大住児童館    25 高清水児童センター 39 下浜児童室 

12 日新児童館 26 下北手児童センター 40 雄和児童センター 

13 旭川児童館 27 桜児童センター －  

14 浜田児童館 28 下新城児童室 －  

 
２ 放課後児童クラブ 

No 施設名 No 施設名 No 施設名 

1 白百合学童保育クラブ 20 下北手児童クラブ 39 あおぞら児童クラブ牛島教室 

2 つばさ学童クラブ 21 こばと学童保育クラブ 40 かんば学童教室 

3 泉学童クラブ（わんぱくクラブ）   22 広面子育ステーション 41 学童クラブ スマイルキャンプ 

4 泉学童クラブ（ひまわりクラブ）   23 にじっこ学童クラブ 42 大野学童クラブ 

5 学童スクールキャンパス２１ 24 キッズクラブ・フレンドリー 43 あおぞら児童クラブ 

6 ひばりクラブ 25 第二にじっこ学童クラブ 44 にいだ学童クラブ 

7 ならやま放課後児童クラブ 26 東児童クラブ 45 あおぞら児童クラブ四ツ小屋・御所野教室 

8 チェリッシュスクール 27 こどものくに学童クラブ 46 あきた学童ごしょの教室 

9 大町学童クラブ 28 さくら学童保育クラブ  47 金足ふきのとう学童クラブ 

10 きらら学童クラブ かんとう通り 29 学童保育クラブさくらシャインキッズ  48 飯島児童クラブ 

11 若駒学童クラブ 30 さくら冒険王学童保育クラブ 49 学童クラブ じん 

12 さんさん倶楽部 31 あきた学童さくら教室 50 アフタースクール fuji 

13 やどめ学童クラブ 32 つくしんぼ学童保育クラブ 51 外旭川児童クラブ 

14 くれよんハウス学童クラブぐぅ・ちょき・ぱぁ 33 放課後児童クラブ・るーてる 52 学童保育あきた風の遊育舎 

15 あすか児童クラブあきた中央 34 学童保育あらやチャレンジクラブ 53 土崎学童クラブ（第１みなとっ子ｸﾗﾌﾞ） 

16 学童保育ばーす千秋 35 キッズオアシス 54 土崎学童クラブ（第２みなとっ子ｸﾗﾌﾞ） 

17 ハラッパ ＡＦＴＥＲ ＳＣＨＯＯＬ  36 勝平学童保育所 55 土崎カトリック学童クラブ 

18 たんぽぽ学童保育クラブ  37 エンジェルハウスかつひら －  

19 あさひかわ学童保育クラブ 38 えんじぇるみゅーじっくくらぶ －  

 


